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当センターのスタッフにとって、最大の

喜びは「利用者の就職決定」です。新年

度が近づく中 2 名の就職が決定し、最低

でも 3 名という今年度の目標を達成しま

した。11月 19日、当センターでは恒例の

「就職を祝う会」を開催しました。 

■就職が決定したＮさんは、今年 4 月に

特別支援学校から当センターに入所して

きました。Ｎさんは入所初日、利用者や

スタッフ全員に自己紹介を行った際、「頑

張って少しでも早く就職したいです」と語ったように

就労意欲が極めて強い利用者でした。その言葉通りＮ

さんは就労訓練に懸

命に取り組み、難易

度の高い訓練メニュ

ーも確実にクリアし

てきました。 

■10月ハローワークから紹介されたＫ社の求人に、Ｎ

さんはスタッフ全員の賛同を受けて応募しました。応

募者 5名による 2週間の実習を経て、Ｎさんに即日採

用のうれしい条件が付いた内定通知が届きました。 

■一方、12 月からの就職が決まったＴさんは一昨年

11月に当センターに入所してきました。入所前にも就

労訓練経験がありました。本人も父兄も一般企業への

就職希望が強く、入所後も独自に幾度も求人に応募し

てきました。当センターでは訓練を通じて未就職原因

を探ると共に、面接時や就労後の職場で必要とされる

さまざまな能力の指導に力を入れてきました。就労に

必須の皆勤姿勢、そして長時間の労働をこなせる体力

と持続力はスタッフ

全員が認めるレベル

でしたが、最大の問題

はコミュニケーショ

ン能力でした。 

■訓練が 2年間に近づく中、当センターでは父兄と本

人の強い就職要望を尊重、頻繁にやり取りを重ねてき

ました。今回父兄が入手された求人先に応募すること

を承認し、面接時の訓練に注力してきました。幸いに

も内定通知が届き、スタッフはこの 2年間の訓練を生

かし、Ｔさんが末永く就労されることを願っています。 
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スタッフからお祝いと激励の言葉を笑顔で受ける二人 

福祉施設では年２回の消防訓練が義務付けられています。10 月 13 日

に行った訓練は、同居しているＡ型事業所「すまいるハーツ」と合同

で行いました。今回は地元の消防署にも参加をお願いしました。 

予め定めていた時刻に「火災発生の連絡」が入ると、スタッフが利用

者に集合を指示し、その直後屋外の避難所まで誘導しました。 

避難所では消防署員から消火器の使用方法を聞き、模擬消火器を使っ

て全員が消火器による消火活動を経験しました。 


